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論文内容の要旨
【目的】子宮肉腫は、子宮体部悪性腫蕩の3._，7%と、まれな悪性腫鎮である。術前における子宮肉腫と
筋腫の鑑別診断は臨床的に容易ではなく、摘出標本の紺用組織学的検索により初めて判明することが多い。
われわれは1994年以降、経子宮頚管的針生検により鑑別診断の向上に努めているが、了宮平滑筋腫議の場
合、微小検体による病理組織学的判定は、とくに境界領域の場合には限界があるc 今回、 Telomericrcpc-
at amplification protocol (TRAP)法により微小検体でも評価可能なテロメラーゼ活性 CTelomerase
activitv: TA)測定の肉腫一筋腫鑑別における検査精度について検討を行なった。
【方法】 MRIT2強調画像で腫癌内に高信号領域を示し、子宮内腫が疑われた62例に対し、インフォーム
ド・コンセントを得たうえで経子宮頚管的針生検を行なった。得られた生検標本に対し、内部標苧=をおい
たTRAP法による定量的TA測定を行なった。肉腫一筋腫鑑別における針生検標本TAの診断精度を摘出標
本の病理組織学的診断 (Hcndricksonらの診断基準)をgoldstandardとして検討した。
【成績】檎出標本の病理組織検査で肉腫であった症例は7例〈平滑筋肉種6例、高悪性度内膜間質肉腫 l
{91J)で、このうち 6{9rJにTA (22U-102U)が認められた。異型型.干
1'Aは認められず、平滑筋腫55例中3例に18U以下の弱いTAが認められた。 Roccivcr-operat.ing-charactc-
ristic曲線において、 TAのcut-off値を20Uとした場合最も良好な検査精度を得た。また、このときのsenSl-
tivi旬、 specificity、positiveならびにnegativepredictive valueは、それぞれ86%、100%、100%、98%
であった。
【結論】肉腫症例では高いTAが認められ、適切なcut-off値を設定することにより、 TA測定は、生検標本
に対する病珂組織学的検索を越える診断精度そ示し、子宮肉腫と筋腫との術Hij鑑別診断における角ー用性が
認め♂れた。
論文審査の結果の要旨
子宮肉腫は、子宮体部悪性腫蕩の 3~1%とまれな悪性腫壌であるが、術前における子宮肉腫と子宮筋
腫の鑑別診断は臨床的に容易ではなく、摘出標本の病理組織学的検索により初めて判明することが多い。
著者らは、独自に開発した経子宮頚管的針生検法により鑑別診断の向上に努めているが、子宮半滑筋腫震
の場合、微小検体による病理組織学的判定は、必ずしも臨床的予後と一致せず、形態学的評価以外の精度
の高い良性・悪性鑑目|憾の確立が要求されている。
テロメラーゼは腫療の不死化に不可欠な酵素であり、その高活性は悪性腫療に本質的なものと考えられ
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ている。近年、 TeLomericrepcat ampLification protocol (TRAP)法の開発により、微小検体でもテ
ロメラーゼ活性 (TelomeraseactivILy: TA)の測定が可能になっている。
著者は、子宮筋種として管理されている993例のうち、臨床経過、血液検夜、画像診断の結果、子宮内腫
が疑われた62例を対象とし経下宮頚管的針生検を行ない、 '1、RAP法による定量的TA測定の良性・悪性鑑別
における診断精度を評仙ーした。摘出標本の病理組織検査で肉腫であった症例は7例(平滑筋肉腫6例、高
悪性度内膜間質肉腫 l例〉で¥このうち 6WiJIこTA(22U-l02U)が認められた。呉型半滑筋腫3例・低悪
性皮平滑筋腫2'IJにはTAは認められず、平滑筋騨55例中3OlJに18U以下の弱いTAが認められた。H.cccivcr-
opcrating-charactcristicillJ線において、 TAのcut-off値を20Uとした場合最も良好な検査精度を得られ、
このときのsensitlvity、specificity、positiveならひ1こnegativepredictivc valueは、それぞれ86%、100
%、 100%、98%であった。
肉腫r.folJでは高いTAが認められ、適切なcut-off値を設定することにより、 TA測定は、生検標本に対す
る病理組織学的検索を越える診断精度を示した。
本研究の成果は、生検標本での良性・悪性の病理組織学的鑑別が他の腫療と比較して住l難とされている
子宮手滑筋腫虜の診断精度を高め、著者らが従来より独自に行っている経子宮頚管的針生検の有用性をさ
らに向上させた。その結果、単に「悪性の疑いがあるjという理由で、無症候性子宮筋腫に対しこれまで
行われてきた手術を根拠をもって回避することが可能となり、その臨床的意義は大きい。よって著者は、
博士(医学)の学位の授与されるに値するものと判定された。
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